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関連用語

ECHONET Lite
ECHONET Lite Web API
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進化するデジタル社会で、あらゆるサービスにつながっていきます

ECHONET Lite Web API  を活用した
IoT機器のサービス連携をサポートします。

各種 ECHONET Lite Web API ガイドライン策定

ECHONET Lite

電力
アグリゲータ

需要
逃げ遅れ発見

防災情報網
避難誘導

宅内で様々な機器をつなげる仕組み

家電・住設機器以外への拡張

リモート健康管理
介護支援

機器リモート
メンテナンス

CO2削減
再エネ利用

電気料金最適化

サービス

各種クラウド

2018年12月に、エコーネットコンソーシアムが

発表した、DX/CPS、IoTに対応した新しいビ

ジョンです。ECHONET Lite規格、ECHONET

Lite AIF仕様等のHEMSサービスの規格化、

普及活動を「ECHONET1.0」と定義していま

す。ECHONET 2.0は、健康機器・業務用機

器などへの展開による繋がる機器の拡大とと

もに、クラウド時代におけるサービス間連携の

在り方を拡大し、ECHONET Liteをベースとし

たプラットフォームの発展を通じて、多種多様

な新サービスの創造によるSDGsへの貢献を目

指しています。2022年2月に「ECHONET 2.0

の戦略指針」を掲げ、ECHONET Lite Web

APIの開発とともに、ECHONET Lite規格と

AIF仕様を拡張する活動を、関連団体と連携

して進めています。


